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モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
新
快
速
に
乗
っ
て

敦
賀
に
き
ま
し
た
。
敦
賀
は
北
陸
圏
で

別
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
直
流
化
が
開

業
し
、
一
気
に
関
西
圏
に
な
っ
て
近
く

な
っ
た
な
と
い
う
感
じ
。
今
日
は
ソ
ー

ス
カ
ツ
丼
を
食
べ
て
お
風
呂
に
入
っ
て
、

お
土
産
を
た
く
さ
ん
買
っ
て
大
満
足
。

絶
対
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
す
！

3 2006 広報つるが 12月号 22006 広報つるが 12月号

敦
賀
市
に
と
っ
て
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
・
北
陸
本
線
の
直
流
化
が

10
月
21
日
に
開
業
し
、
多
く
の
乗
客
と
と

も
に
新
快
速
電
車
が
敦
賀
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。

ホ
ー
ム
で
は
、
河
瀬
市
長
ら
関
係
者
が

出
席
し
、
１
番
電
車
の
到
着
を
記
念
す
る

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
９
時
53
分
に
到

着
し
た
下
り
一
番
電
車
に
は
、
ほ
ぼ
満
員

の
約
５
５
０
人
が
乗
車
。
ホ
ー
ム
は
多
く

の
人
で
ご
っ
た
返
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
直
流
化
開
業
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
つ
る
が
海
道
浪
漫
２
０
０
６
」
や

「
つ
る
が
観
光
物
産
フ
ェ
ア
２
０
０
６
」

と
い
っ
た
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
、
２
日

間
に
渡
り
約
８
万
５
千
人
も
の
方
が
訪
れ

ま
し
た
。

タタケケカカワワユユキキヒヒデデのの
銀銀河河鉄鉄道道999999トトーークク
＆＆ミミニニココンンササーートト

松松居居慶慶子子ココンンササーートト

石石原原良良純純トトーーククシショョーー
＆＆ククイイズズ大大会会

『『つつるるがが海海道道浪浪漫漫
22000066（（駅駅前前広広場場））』』

『『KKeeiikkoo MMaattssuuii 
CCoonncceerrtt iinn TTssuurruuggaa』』

『『つつるるがが観観光光物物産産
フフェェアア22000066』』

安安倍倍晴晴明明とと
平平安安衣衣装装行行列列

『『晴晴明明のの朝朝市市
安安倍倍晴晴明明賑賑わわいい祭祭』』

刀刀根根みみややああげげ神神事事

『『つつるるがが海海道道浪浪漫漫
22000066（（氣氣比比神神宮宮））』』

敦
賀
に
来
た
の
は
初
め
て
。
イ
ベ
ン
ト

の
盛
り
上
が
り
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
を

歩
い
て
ま
わ
り
ま
す
。

敦
賀
が
好
き
で
、
月
１
回
必
ず
来
て
い

ま
す
。
お
寿
司
と
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る

の
が
楽
し
み
。
今
ま
で
は
車
で
来
て
た

け
ど
、
今
日
は
電
車
（
新
快
速
）
で
き

ま
し
た
。
車
と

違
い
、
お
酒
が

飲
め
る
か
ら
う

れ
し
い
で
す
。

ここ
ここ
でで
はは
そそ
のの
一一
部部
とと
、、
敦敦
賀賀
にに

来来
たた
観観
光光
客客
のの
皆皆
ささ
んん
のの
ココ
メメ
ンン
トト

をを
ごご
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。

三三宅宅ささんん親親子子（（金金沢沢市市））

島島ささんん夫夫妻妻
（（高高島島市市））

敦
賀
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
古
い
歴
史
が
あ

る
港
町
。
月
に
１
回
車
で
来
て
い
ま
す
。

京
丹
後
市
は
京
都
の
北
部
な
の
で
、
南

部
の
新
快
速
電
車
沿
線
の
人
が
う
ら
や

ま
し
い
で
す
。

娘娘ささんんにに会会いいにに敦敦賀賀をを
訪訪れれたた、、松松本本ささんん夫夫妻妻

（（京京丹丹後後市市））

左左かからら鷹鷹取取ささんん、、石石坪坪ささんん、、
吉吉田田ささんんのの仲仲良良しし33人人組組

（（京京都都市市））
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安安倍倍晴晴明明賑賑わわいい祭祭でで平平安安衣衣装装
行行列列にに参参加加ししたた子子どどももたたちち

駅駅前前通通りりでで民民謡謡踊踊りり
にに参参加加ししたた人人たたちち

観観光光物物産産フフェェアアのの
鮮鮮魚魚セセリリ市市でで観観衆衆
をを盛盛りり上上げげたた敦敦賀賀
市市漁漁協協のの人人たたちち

今
ま
で
敦
賀
は
日
本
海
側
に
あ
る
遠

い
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、

直
流
化
は
す
ご
く
う
れ
し
い
。
今
日

は
14
時
17
分
着
の
新
快
速
で
来
て
、

駅
前
で
お
い
し
い
寿
司
を
食
べ
、
歩

い
て
氣
比
神
宮
ま
で
来
ま
し
た
。
敦

賀
へ
は
ま
た
来
た
い
で
す
。

おおももててななしし大大使使のの谷谷ささんん
（（中中央央））とと一一緒緒にに撮撮影影ししたた

屋屋比比久久
やや びび くく

ささんん夫夫妻妻（（守守山山市市））

問合せ　総務課　蕁２２ー８１０１

平
成
７
年
12
月
に
敦
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
選
任

さ
れ
て
以
来
、
10
年
に
わ
た
り
、
選
挙
の
公
正
な
管
理
執
行

及
び
委
員
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
功
績
は
極
め
て

顕
著
で
あ
る
。

こ
の
間
、
敦
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
統
一
地
方
選
挙
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
等
を
執
行
さ
れ
た
。

ま
た
、
敦
賀
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
委
員
と
し
て

選
挙
啓
発
を
積
極
的
に
展
開
し
、
投
票
率
の
向
上
と
選
挙
違

反
防
止
に
尽
力
さ
れ
た
。

平
成
６
年
10
月
に
敦
賀
市
公
平
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ

て
以
来
、
12
年
に
わ
た
り
、
専
門
的
人
事
機
関
と
し
て
公
平

審
査
業
務
に
携
わ
り
、
本
市
の
人
事
行
政
の
適
切
な
運
用
と

委
員
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
功
績
は
極
め
て
顕
著

で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
58
年
12
月
か
ら
は
敦
賀
市
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
就
任
さ
れ
、
地
域
の
老
人
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
住

民
の
良
き
相
談
者
と
し
て
本
市
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。

平
成
元
年
３
月
に
敦
賀
市
漁
業
協
同
組
合
理
事
、
平
成

10
年
３
月
か
ら
は
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
水
産
資
源
の
減
少
に
対
応
す
る
栽
培
漁
業
、
養

殖
漁
業
等
の
漁
業
経
営
の
近
代
化
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
漁
場
環
境
の
保
全
に
尽
力
さ
れ
、
本
市
漁
業
の
振
興

に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
極
め
て
顕
著
で
あ

る
。ま

た
、
平
成
12
年
８
月
か
ら
は
、
福
井
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
委
員
と
し
て
水
面
の
総
合
的
利
用
の
調
整
に
尽
力

さ
れ
た
。

永
年
の
学
校
教
育
に
お
け
る
功
績
に
加
え
、
平
成
10
年
４

月
か
ら
平
成
17
年
３
月
ま
で
敦
賀
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
、
同
審
議
会
副
委
員
長
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
17
年
４
月

か
ら
は
同
審
議
会
委
員
長
と
し
て
、
文
化
財
保
護
の
た
め
の

調
査
保
存
、
普
及
啓
発
に
精
力
的
に
取
組
み
本
市
の
教
育
文

化
行
政
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
極
め
て

顕
著
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
13
年
４
月
か
ら
は
敦
賀
市
立
博
物
館
協
議
会

委
員
に
就
任
さ
れ
、
博
物
館
の
運
営
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
。

48
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
敦
賀
市
消
防
団
団
員
、
敦
賀
美

方
消
防
組
合
敦
賀
消
防
団
団
員
を
務
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
敦

賀
美
方
消
防
組
合
敦
賀
消
防
団
分
団
長
、
同
副
団
長
、
平
成

14
年
４
月
か
ら
本
年
３
月
ま
で
同
団
長
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
消
防
団
員
の
資
質
の
向
上
、
防
火
思
想
の
普
及
徹
底
と

組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
、
市
民
の
生
命
、
財
産
の
保
護
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
た
。

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
、
敦
賀
市
防
犯
隊
隊
員
を
務
め
ら

れ
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
同
隊
長
と
し
て
犯
罪
の
予
防
と
防

犯
思
想
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
。

平平
成成
1188
年年
度度
のの
市市
政政
功功
労労
者者
表表
彰彰
がが
、、
1111
月月
６６
日日
にに
行行
わわ
れれ
、、

永永
年年
にに
わわ
たた
っっ
てて
地地
域域
社社
会会
にに
貢貢
献献
しし
、、
市市
政政
のの
発発
展展
にに
尽尽
くく
ささ

れれ
たた
５５
人人
がが
表表
彰彰
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

（（
敬敬
称称
略略
））

（
73
歳
・
蓬
莱
町
）

（
74
歳
・
白
銀
町
）

（
72
歳
・
刀
根
）

（
75
歳
・
金
山
）

（
70
歳
・
沓
）

教
育
文
化
功
労
者

消
防
防
犯
功
労
者

産
業
功
労
者

自
治
功
労
者

自
治
功
労
者



突
然
の
心
停
止
の
原
因
は
、ほ
と
ん

ど「
心
室
細
動

し
ん
し
つ
さ
い
ど
う
」（
※
）と
呼
ば
れ
る
も
の
。

A
E
D
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

て
、
そ
の
心
室
細
動
を
取
り
除
く（
＝

除じ
ょ

細さ
い

動ど
う

と
い
う
）
救
命
機
器
で
す
。
２

年
前
か
ら
医
療
従
事
者
等
に
限
ら
ず
、

誰
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

A
E
D
の
使
い
方
は
簡
単
で
す
。

電
源
を
入
れ
る
と
音
声
で
使
用
方
法

が
指
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
通
り
に

ええ
ーー
　　
　　
　　

いい
ーー
　　
　　

でで
ぃぃ
ーー
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市役所、中池見ウェットランドミュージアム、

敦賀斎苑、市民福祉会館、あいあいプラザ、和幸園、

やまびこ園、太陽の家、三島会館、リラ・ポート、

看護専門学校、男女共同参画センター、こどもの国、

敦賀観光案内所、市立敦賀病院、きらめきみなと館、

子育て総合支援センター、黒河農村ふれあい会館、

健康管理センター、地域包括支援センター

各小学校、各公立中学校、市民文化センター、

図書館（プラザ萬象兼用）、各公民館、博物館、

総合運動公園（体育館、プール、ゲートボール場、
陸上競技場、テニスコートに１台ずつ設置）、

少年自然の家、市立体育館、武道館、金山体育館、

中郷体育館、東浦体育館、粟野スポーツセンター、

きらめきスタジアム

A
E
D
は
心
停
止
者
を
救
う
有
効

な
も
の
で
す
が
、
決
し
て
魔
法
の
機

器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
A
E
D
使
用

の
前
後
に
は
当
然
、心
肺
蘇
生（
＝
胸
き
ょ
う

骨
圧
迫

こ
つ
あ
っ
ぱ
く

と
人
工
呼
吸
）
が
必
要
で
す
。

下
欄
に
示
し
た
通
り
、
１
１
９
番

通
報→

心
肺
蘇
生→

A
E
D
を
「
す

ば
や
く
」「
途
切
れ
る
こ
と
な
く
」
行

う
こ
と
が
、
目
の
前
の
命
を
救
う
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
今
回
65
台
の
A
E
D
を
購

入
し
、
公
立
小
中
学
校
な
ど
市
内
62

カ
所
の
公
共
施
設
に
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
施
設
に
は
、
出
入
り
口
な
ど
目

立
っ
た
所
に
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て

あ
り
ま
す
。

今
回
導
入
の
A
E
D
は
、
成
人
用

パ
ッ
ド
（
８
歳
以
上
体
重
25
㎏
以
上
）

に
加
え
、
１
歳
〜
８
歳
未
満
の
子
供
に

使
用
で
き
る
小
児
用
パ
ッ
ド
を
備
え
た

最
新
の
機
種
で
す
。

◆開催日　毎月第４土曜日
9時～12時

◆場　所　敦賀消防署

◆申込み　
１週間前までに申し込み
ください。

◆申込先・問合せ
敦賀消防署 23ー4511

あなたの勇気が大切な命を
救います。消防署ではAEDを
取り入れた普通救命講習を実
施しています。いざという時
に慌てず対応するために、講
習を受けるなどの備えが大切
です。

↑10月17日にリラ・ポートで行われ
た講習会。消防署の方の丁寧で分かり
やすい説明で、AEDの大切さと、正し
い使い方を学びました。

気道確保の後、呼吸がなけ
れば、AEDが用意できるま
で心肺蘇生（胸骨圧迫＆人工
呼吸）を行います。

↑AEDを使うのは、倒
れた人を見たあなた！
よく利用する施設の設
置場所は、必ず確かめ
ておきましょう。

↑ 正面玄関など、施
設の目立つ所に貼って
あるステッカー。 ※

心
室
細
動

心
臓
の
筋
肉
が
不
規
則
に
ブ
ル
ブ
ル

と
震
え
、
心
臓
が
全
身
に
血
液
を
送
り
だ

す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
こ
と
。
そ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
「
死
」
に
い
た
り
ま
す
。

操
作
し
ま
す
。
胸
の
上
に
パ
ッ
ド
を

貼
り
、
A
E
D
が
心
電
図
を
解
析
す

る
の
を
待
ち
、
除
細
動
が
必
要
と
の

指
示
が
出
た
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
ボ

タ
ン
を
押
す
。
こ
れ
が
一
連
の
流
れ

に
な
り
ま
す
。

倒れている人に反応がない場合、大声で助けを
求め、119番通報、
AEDを依頼します。

いい
つつ
でで
もも
、、
どど
ここ
でで
もも
、、
誰誰
にに
でで
もも
起起

ここ
りり
うう
るる
、、
突突
然然
のの
「「
心心
停停
止止
」」。。「「
AA
EE
DD

（（
自自じ

動動ど
う

体体た
い

外外が
い

式式し
き

除除じ
ょ

細細
動動
器器

さ
い
ど
う
き

））」」はは
、、
そそ
のの
緊緊
急急
時時

にに
、、
有有
効効
なな
治治
療療
法法
をを
行行
うう
救救
命命
機機
器器
でで
すす
。。

市市
でで
はは
今今
回回
、、
市市
内内
6622
カカ
所所
のの
公公
共共
施施

設設
にに
AA
EE
DD
をを
設設
置置
しし
まま
しし
たた
。。

倒倒
れれ
たた
人人
をを
救救
うう
のの
はは
、、
目目
のの
前前
にに
いい

るる
「「
ああ
なな
たた
」」
でで
すす
！！
利利
用用
すす
るる
施施
設設
のの
設設

置置
場場
所所
はは
必必
ずず
把把
握握
しし
、、
講講
習習
会会
にに
もも
参参
加加

しし
まま
しし
ょょ
うう
！！

↑ 1 歳～ 8 歳未満の子
供に使う小児用パッド。

＜依頼する人を指差し＞

→

電源を入れ、パッドを胸の右上と左下
に貼り、あとは音声の指示に従います。

問
合
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

蕁
２
５
ー
５
３
１
１
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除
雪
で
最
も
困
る
の
が
路

上
駐
車
で
す
。
除
雪
作
業
が

で
き
な
く
な
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
大
き
な
迷
惑
が
か
か

る
ば
か
り
か
、
消
防
車
や
救

急
車
、
ご
み
収
集
車
も
入
れ

な
く
な
り
ま
す
。

路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め

て
く
だ
さ
い
。

道
路
沿
い
の
大
切
な
も
の

や
分
か
り
に
く
い
も
の
に
は
、

長
尺
物
な
ど
に
赤
布
を
つ
け

て
標
示
を
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
樹
木
な
ど
、
道
路

に
突
出
し
て
い
る
も
の
に
つ

き
ま
し
て
は
、
必
ず
枝
を
切

る
な
ど
し
て
、
除
雪
を
妨
げ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問合せ　土木課　蕁２２ー８１３５

除
雪
に
よ
り
家
や
車
庫
の

出
入
り
口
を
押
雪
で
ふ
さ
ぐ

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
機
械

除
雪
で
は
出
入
り
口
を
ふ
さ

が
ず
に
除
雪
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

よ
り
早
く
、
よ
り
多
く
除

雪
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
出
入
り
口
は
各
家

庭
で
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま

す
。除

雪
し
た
道
路
に
は
、
絶

対
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

歩
行
者
や
車
の
迷
惑
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
凍
結
し
て

重
大
な
事
故
の
原
因
に
も
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歩
道
除
雪
は
道
路
除
雪
後

の
作
業
と
な
り
、
同
日
の
除

雪
が
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、

幅
員
２
・
５
ｍ
以
下
の
歩
道

で
は
機
械
に
よ
る
除
雪
が
行

え
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
車
で
農
地
や
空
地
に

道
路
の
雪
が
押
し
出
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

屋
根
の
雪
は
、
道
路
に
下

ろ
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
や

む
を
得
ず
道
路
に
下
ろ
す
と

き
は
、
町
内
一
斉
に
行
い
、

直
ち
に
除
排
雪
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ここ
のの
とと
きき
、、
排排
雪雪
用用

ダダ
ンン
ププ
カカ
ーー
をを
貸貸
しし
出出
しし
まま

すす((

運運
転転
手手
付付
きき
・・
無無
料料))

。。
都都

市市
計計
画画
課課((

2222
・・
８８
１１
３３
７７))

まま
でで
ごご
連連
絡絡
くく
だだ
ささ
いい
。。
たた

だだ
しし
、、
積積
みみ
込込
みみ
はは
町町
内内
のの

方方
でで
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。

近年の交通量の増加によって、きめ細やかな道路除雪が望まれています。
除雪作業がスムーズにできるよう市民の皆さん一人ひとりのご協力をお願いします。

冬
期
間
は
積
雪
の
た
め
、
所
定
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
収
集
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
が
で
き
て
い
な
い
場
合
、
ご
み
は
収
集
日
の
朝

７
時
30
分
ま
で
に
、
幹
線
道
路
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
作
業
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
付
近
に
は
絶
対
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
清
掃
セ
ン
タ
ー

21
・
１
１
５
３

ご
み
収
集
積
雪
時
は
幹
線
道
路
へ

積
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
消
防
活
動
に
重
大

な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

万
一
の
火
災
に
備
え
て
、
あ
な
た
の
家
の
近

く
の
消
火
栓
・
防
火
水
槽
な
ど
消
防
水
利
の
除

雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
敦
賀
消
防
署
　

23
・
４
５
１
１

消
火
栓
・
防
火
水
槽
の

除
雪
に
ご
協
力
を

パソコン　 http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/
NTTドコモ(ｉモード)

http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/i/
au(ez-web)   http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/ez/
ソフトバンク(yahoo!ケータイ)

http://info.pref.fukui.jp/hozen/yuki/y/
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不
純
物
が
混
じ
る
た
め
に
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
今
特
に
多
い
の
が
ふ

た
を
し
た
ま
ま
回
収
さ
れ
る
ケ

ー
ス
で
す
。
ふ
た
と
本
体
と
は
、

違
う
性
質
の
た
め
、
本
体
の
み

を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ご
み
と
し

て
回
収
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ご
み
を
出

す
場
合
は
、
①
中
を
よ
く
洗
い
、

き
れ
い
に
す
る
。
②
必
ず
ふ
た

を
取
り
、
ふ
た
は
「
資
源
ご
み
」

へ
。
③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
専
用
ご

み
袋
に
入
れ
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、清
涼
飲

料
容
器
の
約
六
割
以
上
を
占

め
、敦
賀
市
で
も
年
間
に
約
１

８
０
ト
ン
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ご
み
が
出
て
い
ま
す
。

増
加
し
続
け
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
よ
り
良
く
資
源
化
す
る
た

め
に
平
成
15
年
度
か
ら
分
別
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
、
プ
レ
ス
さ
れ
、
そ
の
後
、

細
か
く
粉
砕
さ
れ
ペ
レ
ッ
ト
と

い
う
小
さ
い
粒
状
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
溶
か
し
て
繊
維
に

し
た
も
の
を
衣
料
品
な
ど
に
利

用
し
た
り
す
る
の
で
す
。

し
か
し
、
中
身
が
残
っ
て
い

た
り
、
汚
れ
て
い
た
り
す
る
と

敦
賀
市
に
お
け
る
古
紙
回
収

量
は
、
年
間
２,
８
０
０
ト
ン

程
度
（
平
成
17
年
度
）
で
す
。

こ
の
量
は
、
敦
賀
市
民
の
一
日

一
人
当
り
で
計
算
す
る
と
、
新

聞
紙
五
枚
分
に
相
当
し
ま
す
。

古
紙
回
収
は
、
子
ど
も
会
な

ど
の
、
地
域
団
体
活
動
の
一
つ

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
、
回
収
量
全
体
の
七
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
そ
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。（
１

に
つ
き
７
円
）

し
か
し
、
地
域
団
体
の
数
は
、

現
在
の
少
子
化
も
関
係
し
て
、

減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
一
層
の

古
紙
回
収
を
す
す
め
る
た
め
に

各
区
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
月
一

回
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
回
収

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
団
体
回
収
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
の
回
覧
板
な
ど
の

お
知
ら
せ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

回
収
に
つ
い
て
は
、「
古
紙
類

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

「
新
聞
」、「
折
り
込
み
チ
ラ

シ
・
雑
誌
・
本
類
」、「
段
ボ
ー

ル
」、「
紙
製
容
器
包
装
」
な
ど
、

古
紙
を
出
す
と
き
は
、
種
類
ご

と
に
き
ち
ん
と
分
類
し
、
風
で

飛
ば
な
い
よ
う
ひ
も
で
縛
っ
て

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
は
、「
３
Ｒ
」
を
聞

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
３
Ｒ
」
と
は
ご
み
を
減
量

化
す
る
上
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
で
、
リ
デ
ュ
ー
ス

（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
）、
リ
ユ
ー
ス

（
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
）、リ
サ
イ
ク
ル

（
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
）の
言
葉
の
頭

文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
言

葉
は
、
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で

す
が
、
ま
ず
ご
み
を
出
さ
な
い

努
力
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
リ
デ
ュ
ー
ス

（
ご
み
の
量
を
減
ら
す
）
と
リ

ユ
ー
ス
（
く
り
返
し
何
度
も
使

う
）が
大
切
な
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
努
力

を
し
て
も
、
日
常
生
活
の
中
か

ら
は
ご
み
が
発
生
し
ま
す
。

そ
の
段
階
で
、
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
生
利
用
）
と
い
う
考
え
方

が
出
て
く
る
の
で
す
。

今
回
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
中

で
、
分
か
り
や
す
く
て
、
手
軽

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
古
紙
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
ご
み
を
減
量
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
？

主
な
理
由
と
し
て
、
ご
み
が

多
く
な
れ
ば
、
焼
却
す
る
機
会

が
多
く
な
り
、
地
球
温
暖
化
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
環
境
の
心

配
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ご

み
が
多
く
な
れ
ば
、
焼
却
炉
の

寿
命
の
問
題
や
、
最
終
処
分
場

の
確
保
の
問
題
な
ど
が
あ
る
た

め
、
ご
み
の
減
量
は
大
き
な
課

題
な
の
で
す
。

８
月
に
、
気
比
中
学
校
と
角

鹿
中
学
校
か
ら
４
人
が
社
会
体

験
学
習
の
一
環
と
し
て
、清
掃

セ
ン
タ
ー
で
職
場
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
角

鹿
中
２
年
の
亀
谷
か
め
た
に

紘
平
こ
う
へ
い

君
は
、

作
業
を
し
た
感
想
を
次
の
よ
う

に
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ペ
ッ
ト
の
分
別
で
は
、
キ

ャ
ッ
プ
を
取
り
ま
し
た
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
中
に
ジ
ュ
ー
ス
が

入
っ
て
い
た
り
、
ご
み
な
ど
が

入
っ
て
い
る
の
も
あ
り
ま
し

た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
は
な
い

び
ん
や
缶
な
ど
も
紛
れ
て
い
ま

し
た
。
分
別
は
す
ご
く
大
変
だ

と
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、

ち
ゃ
ん
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中

を
洗
っ
て
、
指
定
の
袋
の
中
に

捨
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

問合せ　清掃センター　蕁２１ー１１５３

しっかりひもで縛ってください

作業体験の様子
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①
相
談

②
申
請

③
一
次
判
定

④
二
次
判
定（
介
護
給
付
の
み
）

⑤
認
定
・
通
知

⑥
事
業
者
と
契
約

⑦
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
開
始

※身＝身体障害者　知＝知的障害者　児＝障害児　精＝精神障害者 

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
支
援
費
制

度
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
、
自
立
支

援
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
一
部
移
行
し
、
10
月
か
ら
全

面
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
改
正
の
主
な
内
容
や
申
請
方
法
に

つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

障
害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
、
ま
た
障
害
者
に
と
っ
て

身
近
な
市
町
村
が
一
元
的
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
の
目

的
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
系

が
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

と
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
に

分
か
れ
ま
し
た
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
の
支
援
を
受
け
る
場
合

の
「
介
護
給
付
」、
訓
練
な
ど

の
支
援
を
受
け
る
場
合
の
「
訓

練
等
給
付
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

市
町
村
の
創
意
工
夫
に
よ

り
、
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て

実
施
さ
れ
る
事
業
で
す
。

補
装
具
に
つ
い
て
は
、
10
月

１
日
の
申
請
分
か
ら
障
害
者
自

立
支
援
法
で
の
給
付
に
な
り
ま

し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
補
装
具
の
価

格
に
応
じ
て
原
則
と
し
て
１
割

の
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
負
担
上
限
額
が
設
定
さ
れ

ま
す
。

今
ま
で
補
装
具
と
し
て
給
付

し
て
い
た
も
の
が
、
一
部
日
常

障害者医療費助成の対象者が拡大されました
平成１８年１０月１日から、障害者医療助成の対象者が拡大され、新たに精神障害者の医
療費（通院医療のみ）を助成しています。
次に該当する人は、申請した後からは医療機関に支払った通院医療費が市から助成されま
すので、申請手続きを福祉保険課までお願いします。

精神障害者保健福祉手帳１級または２級の交付を受け、かつ自立支援医療（精神通院）受給者
証の交付を受けている人

精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療費（精神通院）受給者証、健康保険証または組合員証、
印鑑、預金通帳（１８歳以上の人は原則本人名義）、世帯全員の前年の所得を証明する書類

市役所福祉保険課（１階１０番窓口）
※精神障害者保険福祉手帳、自立支援医療（精神通院）についての相談も受け付けています
ので、お気軽にお問合せください。

どちらか片方の交付では助成対象になりません。

問合せ　福祉保険課　蕁２２ー８１７６

敦
賀
市
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
相
談
を

し
ま
す
。

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、敦
賀
市
に
申
請
し
ま

す
。

敦
賀
市
の
調
査
員
が
行
い
ま

す
。

一
次
判
定
結
果
を
参
考
に
、

審
査
会
で
検
討
し
、障
害
区
分

が
決
定
し
ま
す
。

本
人
の
利
用
意
向
や
障
害
区

分
な
ど
を
も
と
に
支
給
額
を

決
定
し
、本
人
に
通
知（
支
給

決
定
通
知
書
）し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
事
業

者
を
選
び
、契
約
を
結
び
ま
す
。

受
給
者
証
を
事
業
者
に
掲
示

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、

利
用
者
負
担
額
（
１
割
）
を

支
払
い
ま
す
。（
所
得
に
応
じ

負
担
上
限
額
あ
り
）

重度障害者用意思伝達装置

①
相
談

②
申
請

③
決
定
・
通
知

④
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
開
始

敦
賀
市
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
相

談
を
し
ま
す
。

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、敦
賀
市
に
申
請
し
ま
す
。

本
人
の
利
用
意
向
や
障
害
状
況

な
ど
を
も
と
に
支
給
を
決
定
し
、

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

利
用
者
負
担
額
（
１
割
）
を
支

払
い
、
決
定
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
ま
す
。

生
活
用
具
に
移
行
し
、
ま
た
日

常
生
活
用
具
と
し
て
給
付
し
て

い
た
も
の
が
、
補
装
具
と
し
て

給
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具

の
給
付
を
検
討
し
て
い
る
人

は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

点字器・頭部保護帽・人工
喉頭・歩行補助つえ・収尿
器・ストマ用装具

※「今までのサービス」の中の施設サービスについては、平成18年10月から、お
おむね５年間かけて新しいサービスへ移行します。
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あなたが写っていたらご連絡ください。写真を差し上げます。 広報広聴課　 ２２ー８１１２

金ヶ崎緑地を出発する参加者

ホームページ（http://www.ton21.ne.jp/）でも公開中！
（ここに載せきれなかったイベントも掲載しています）

勢い良くスタートする小学生男子。

松尾芭蕉ゆかりの地や敦賀市内を巡る「『奥の細
道』つるが芭蕉紀行・芭蕉探訪ウォーク」が開かれ
ました。当日の朝まで、時折強い風が吹き雨が降る
天候でしたが、スタート時には落ち着き、市内外か
ら参加した282人は、敦賀市の歴史や風景、文化を
肌で感じながら健康増進を図りました。今年は、従
来の5キロコース、10キロコースに加え、船で色
ケ浜まで移動し、海岸沿いに歩く20キロコースが
新たに加わりました。参加者は、思い思いのペース
で楽しみ、芭蕉ロマンを満喫しました。

コスモスを摘み取る親子連れ。

第27回を迎えた「敦賀マラソン」が行わ
れ、2,697人のランナーが健脚を競いました。
大会は昨年から市街地コー
スへと変更。相生・神楽通
りを発着点とし、気比の松
原へと向かうコースになり
ました。
今年も沿道には多くの観

客が駆けつけ、ランナーら
は声援をバックに、一生懸
命敦賀の街中を走りました。

と
　
き

11
月
22
日
貉

▼
午
前
の
部
　
10
時
〜
12
時

法
人
・
官
公
庁
の
方
を
対
象

▼
午
後
の
部
　
14
時
〜
16
時

個
人
事
業
者
の
方
を
対
象

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象

※
事
前
に
お
届
け
し
た
資
料
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
届
け
し
た
用
紙
は
一
律
に
一
定

枚
数
を
封
入
し
て
あ
り
ま
す
。
足
り

な
い
分
は
コ
ピ
ー
し
て
使
っ
て
い
た

だ
く
か
、
説
明
会
会
場
・
税
務
署
法

人
課
税
部
門
窓
口
・
市
役
所
課
税
課

窓
口
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
時
間
帯
の
合
わ
な
い
方
は
、

都
合
の
良
い
時
間
帯
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
若
狭
三
方
公
民
館
に

お
い
て
も
11
月
28
日
貂
10
時
か
ら
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

敦
賀
税
務
署蕁

22
・
９
２
６
８

と
　
き

１
月
７
日
豸

▼
受
付
　
12
時
〜

▼
式
典
　
13
時
〜

※
式
典
終
了
後
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象

対
象
者

市
内
在
住
の
方
で
、
昭
和
61

年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
案
内
状
は
12
月
上
旬
に
発
送
予
定

で
す
。
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合

や
、
進
学
、
就
職
等
で
市
内
に
住

所
の
な
い
方
が
敦
賀
市
で
の
成
人

式
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

蕁
25
・
８
３
１
８

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な

ん
だ
メ
ド
レ
ー
を
演
奏
し
ま
す
。

と
　
き

12
月
８
日
貊

19
時
〜
20
時
30
分

と
こ
ろ
　
敦
賀
短
期
大
学
食
堂

演
奏
者
　
デ
ュ
オ
ヴ
ォ
ル
フ
ィ

宮
澤
み
や
ざ
わ

和
代
か
ず
よ

氏
（
ピ
ア
ノ
）

鈴
木
す
ず
き

博
詞
ひ
ろ
し

氏（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

参
加
料
　
５
０
０
円

定
　
員
　
80
人

申
込
締
切
　
12
月
5
日
貂

問
合
せ
・
申
込
先

敦
賀
短
期
大
学
蕁
24
・
２
１
３
０

つ
る
が
大

使
の
三
代
真
史

み
し
ろ
ま
さ
し

さ
ん
率
い
る
舞

踊
団
の
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
公
演
で
す
。
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ

ク
な
ダ
ン
ス
は
世
界
各
国
で
高
い
評
価

を
得
て
、
今
注
目
度
ナ
ン
バ
ー
１
の
プ

ロ
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
。
迫
力
あ

る
ダ
ン
ス
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

と
　
き

12
月
23
日
貍

開
場
13
時
30
分
開
演
14
時

と
こ
ろ

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
大
人
　
２,
５
０
０
円

小
人（
大
学
生
以
下
）

１,
０
０
０
円

問
合
せ
　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

蕁
25
・
５
１
２
５

譖
日
本
尺
八
連
盟
よ
り
最
高
位
・
竹た
け

帥し

の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
尺
八
・
横
笛
演
奏
家
柴
田
旺
山

し
ば
た
お
う
ざ
ん

さ

ん
率
い
る
「
バ
ン
ブ
ー
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
」

に
よ
る
竹
楽
器
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
竹
の
話
な
ど
も
あ
り
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

と
　
き

12
月
２
日
貍

開
場
18
時
30
分
開
演
19
時

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象

入
場
料
　
大
人
　
２,
０
０
０
円

小
人（
大
学
生
以
下
）

１,
０
０
０
円

問
合
せ
　
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

蕁
25
・
５
１
２
５

つるがぼくうんかい

12月1日貊～ 28日貅
市役所市民ホール

しゅうせい

畠山
はたけやま

旺佳
お う か

ば く ふ

とうけい

選手宣誓する桑原くん（中郷小5
年）と中島くん（粟野南小4年）

ＪＲ直流化開業を記念し、西福寺近くの
コスモス畑で「原区コスモス祭り」が行わ

れました。1.5ヘクタール
の畑一面をコスモスが彩る
会場では、コスモスの摘み
取りやお米のつかみ取り、
おにぎりと汁物の振る舞い
などが行われ、大勢の観光
客で賑わいました。

用意した500食があっという間にな
くなったおにぎりと汁物の振る舞い
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太
極
拳
で
爽
快
感
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
心
と
体
を
芯
か
ら
癒
や

し
て
、
貯
筋
し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

12
月
２
日
貍

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

東
浦
公
民
館

講
　
師

日
本
武
術
太
極
拳
公
認
指
導
員

松
村

ま
つ
む
ら

道
子

み
ち
こ

氏

対

象

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

募
集
人
員

25
人

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

東
浦
公
民
館

蕁
28
・
１
２
５
１

と
　
き

11
月
25
日
貍
　

13
時
〜
16
時
30
分

（
講
演
14
時
〜
）

と
こ
ろ

粟
野
公
民
館

演
　
題

▼「
あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
？
」

講
師
　
辻
中
つ
じ
な
か

幸
治
こ
う
じ

主
任
栄
養
士

▼
①
「
骨
の
老
化
を
科
学
す
る
」

②
「
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
と
し
て
の
取
り
組
み
」

講
師
　
川
原
か
わ
は
ら

英
夫
ひ
で
お

整
形
外
科
医
長

参
加
費

無
料

※
希
望
の
方
に
は
、
講
演
前
に
骨
密

度
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
　
国
立
福
井
病
院

蕁
25
・
１
６
０
０

▼▼
１１
限限
目目
　　
親親
子子
でで
作作
るる

しし
めめ
縄縄
づづ
くく
りり

▼▼
２２
限限
目目
　　
色色
でで
遊遊
ぼぼ
うう
！！

と
　
き

12
月
16
日
貍

９
時
〜
12
時

と
こ
ろ

東
浦
公
民
館

対
　
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
小
中

学
生
の
親
子
（
中
学
生
は

友
達
と
参
加
も
可
）

参
加
費

３
０
０
円

持
ち
物

色
鉛
筆
や
ク
レ
ヨ
ン
な
ど

色
塗
り
の
で
き
る
も
の

募
集
人
員

20
組

問
合
せ
・
申
込
先

東
浦
公
民
館

蕁
28
・
１
２
５
１

17

「
伝
え
た
い
味
」
の
コ
ツ
教
え
ま
す
！

と
　
き①

12
月
８
日
貊
10
時
〜
12
時

②
12
月
15
日
貊
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ

農
家
高
齢
者
創
作
館（
吉
河
）

内

容

北
の
海
の
幸
と
大
地
の
恵
み

が
結
び
つ
い
た
故
郷
の
味

「
に
し
ん
ず
し
」

定
　
員

各
25
人
（
先
着
順
）

材
料
費

各
２,
５
０
０
円

申
込
締
切

11
月
29
日
貉

問
合
せ
・
申
込
先

農
務
課

蕁
22
・
８
１
３
０

動
画
編
集
ソ
フ
ト
（
ア
ド
ビ
プ
レ
ミ

ア
エ
レ
メ
ン
ツ
）
を
使
っ
て
動
画
編
集

方
法
を
習
得
し
ま
す
。

と
　
き

12
月
２
日
・
９
日
・
16
日
の

３
回

い
ず
れ
も
土
曜
日

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
敦
賀
短
期
大
学

演
奏
者
　
上
坂
う
え
さ
か

俊
一
と
し
い
ち

氏

受
講
料
　
６,
０
０
０
円

定
　
員

20
人
（
５
人
以
下
の
場
合
は
中
止
）

申
込
締
切
　
11
月
25
日
貍

※
編
集
し
た
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
持
ち

帰
り
た
い
場
合
は
、
U
S
B
フ
ラ
ッ

シ
ュ
メ
モ
リ
等
（
５
１
２
M
B
以
上

推
奨
）
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

敦
賀
短
期
大
学
蕁
24
・
２
１
３
０

絵
を
描
く
よ
う
に
、
そ
し
て
空
間
を

遊
ぶ
よ
う
に
、
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
と

お
正
月
を
生
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
　
き

12
月
23
日
貍

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
・
在
勤
の
小
中

学
生
の
親
子

参
加
費

４
０
０
円

持
ち
物

花
な
ど
が
切
れ
る
ハ
サ
ミ
、

持
ち
帰
り
用
の
紙
袋

募
集
人
員

15
組

申
込
締
切

12
月
15
日
貊

問
合
せ
・
申
込
先

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

蕁
25
・
８
３
１
８
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市
で
は
、
敦
賀
市
の
国
民
保
護
計
画

を
策
定
中
で
す
。
こ
の
ほ
ど
計
画
素
案

の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
国
民

保
護
措
置
に
お
け
る
内
容
に
つ
い
て
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

対
　
象

▼
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
市
内
の
事
務
所
や
事
業
所
、
そ

の
他
の
団
体

募
集
内
容

敦
賀
市
国
民
保
護
計
画
〔
素
案
〕

の
概
要
に
つ
い
て
（
詳
細
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

①
情
報
の
流
れ
に
つ
い
て

②
避
難
に
つ
い
て

③
敦
賀
市
国
民
保
護
計
画
に
定
め
る

内
容

応
募
期
間

11
月
15
日
貉
〜
12
月
５
日
貂

応
募
方
法

住
所
・
氏
名（
団
体
名
）・
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
生
活
防
災
課
へ

書
面
の
持
込
で
提
出
い
た
だ
く

か
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル

で
応
募
下
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
要
点
を
項

目
ご
と
に
集
約
し
て
、
そ
れ
に
対

す
る
市
の
考
え
方
と
併
せ
て
公
表

し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ

生
活
防
災
課

蕁
22
・
８
１
６
６
薨
21
・
８
６
８
２

E
メ
ー
ル
　bousai@

ton21.ne.jp

低
公
害
車
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、

電
気
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
）

を
新
車
で
購
入
し
た
方
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

補
助
額

車
種
に
よ
っ
て
異
な
る

（
限
度
額
12
万
円
）

対
　
象

１
年
以
上
市
内
に
住
所
を

有
し
て
い
る
個
人
、
ま
た
は

１
年
以
上
引
き
続
き
市
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
事
業
者

※
新
規
登
録
後
、
30
日
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
件
数
お
よ
び
金
額
は
予
算

の
範
囲
内
と
し
ま
す
。
こ
の
事
業

は
県
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

環
境
課

蕁
22
・
８
１
２
１

冬
場
は
、
気
象
条
件
や
自
動
車
交
通

量
の
増
加
、
暖
房
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

な
ど
で
大
気
の
状
態
が
１
年
で
最
も
悪

く
な
る
時
期
で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
で
、
お
い
し
い
空
気
を

吸
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
気
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
、

①
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を

実
行
し
ま
し
ょ
う
。

②
マ
イ
カ
ー
の
使
用
は

で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

（
徒
歩
や
自
転
車
・
公
共
交
通
機
関

の
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
）

③
車
の
空
ぶ
か
し
や
急
発
進
・

急
加
速
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
暖
房
を
控
え
目
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

環
境
課

蕁
22
・
８
１
２
１

青
少
年
に
関
す
る
作
文
と
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
小
学
生
以
上
の
方

応
募
作
品

各
部
門
と
も
に
１
人
１
点
で
未
発

表
の
も
の

応
募
期
間

12
月
８
日
貊
〜
平
成
19
年
１
月
16
日
貂

表
　
　
彰

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
授
与

※
応
募
票
は
各
学
校
に
配
布
し
ま
す
。

一
般
の
方
は
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

▼
家
庭
・
学
校
・
地
域
な
ど
で
日

ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
言
い

た
い
こ
と

▼
子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
こ
と

▼
自
分
の
将
来
の
夢
や
希
望

▼
私
の
訴
え
た
い
こ
と

▼
職
場
や
団
体
で
の
青
少
年
健
全

育
成
の
活
動
体
験
な
ど

作
品
規
定

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
縦
書
き
）

＊
小
学
１
〜
３
年
生
は
２
枚
程
度
、

４
〜
６
年
生
は

２
枚
以
上
３
枚
以
内

＊
中
学
生
・
高
校
生
は

４
枚
以
上
５
枚
以
内

＊
一
般
は
枚
数
制
限
な
し

※
応
募
票
を
原
稿
用
紙
１
枚
目
の
右

上
部
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

▼
明
る
く
楽
し
い
家
庭

▼
明
る
く
楽
し
い
学
校
生
活

▼
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

▼
子
ど
も
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど

作
品
規
定

＊
小
学
生
は
四
つ
切
り
ま
た
は
八

つ
切
り
（
１
・
２
年
生
は
図
画

で
も
可
）

＊
中
学
生
・
高
校
生
は
四
つ
切
り

＊
一
般
は
四
つ
切
り

※
応
募
票
を
作
品
の
裏
面
右
上
部
に

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議

事
務
局
（
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
23
・
０
１
８
９

き
ら
め
き
み
な
と
館
の
小
ホ
ー
ル

改
修
に
伴
い
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
　
き

11
月
30
日
貅
９
時
〜
17
時

と
こ
ろ

き
ら
め
き
み
な
と
館

定
　
員

14
人
（
先
着
順
）

時
　
間

一
人
30
分
以
内

問
合
せ
・
申
込
先

商
工
観
光
課

蕁
22
・
８
１
２
２

国
民
保
護
計
画
と
は
？

武
力
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど
か
ら
市
民
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る

た
め
、
市
の
責
務
、
住
民
の
避
難
に
関

す
る
措
置
、
避
難
住
民
等
の
救
援
に
関

す
る
措
置
、
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処

に
関
す
る
措
置
、
住
民
の
協
力
そ
の
他

の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

環境についての作品を募集したところ、多数の
応募がありました。審査会の結果、各部門の最優
秀賞は以下のとおりに決定しました。

応募部門 名　前 学　校

かべ新聞　 道勇
どうゆう

洋香
ひろ か

粟野南小学校

畑中
はたなか

俊貴
とし き

松原小学校

ポスター　 成田
なりた

光稀
こう き

黒河小学校

大窪
おおくぼ

柚季
ゆう き

黒河小学校

標　　語　 岡田
おかだ

咲季
さ き

黒河小学校

写　　真　 吉本
よしもと

與一
よい ち

一　般

※かべ新聞、ポスター、写真の応募作品は、
コミュニティバスの車内で展示します。ぜ
ひご覧ください！

問合せ　環境課 蕁22ー8121

積雪により消火栓や防火水
槽がふさがれると、消防活動
の大きな障害となります。

家の近くの消火栓・防火水
槽などの除雪にご協力をお願
いします。

問合せ　敦賀消防署　蕁23ー4511
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身
長
・
体
重
の
計

測
を
行
う
ほ
か
、
健

康
に
関
す
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
、
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
相

談
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
も
行

い
ま
す
。

と
　
き

12
月
12
日
貂
・
26
日
貂

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

※
歯
科
相
談
は

12
月
12
日
貂
　
10
時
〜
11
時
30
分

栄
養
相
談
は

12
月
26
日
貂
　
13
時
30
分
〜
15
時

の
み
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

11
月
号
の
広
報
紙
で
募
集
を
行
わ

な
い
お
知
ら
せ
を
し
た
黒
河
保
育
園

で
す
が
、
園
舍
の
増
築
工
事
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、
次
の
と
お
り
来
年

４
月
か
ら
の
新
入
園
児
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

募
集
人
数

若
干
名

申
込
み

保
育
園
ま
た
は
児
童
家
庭
課
に
備

え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
お
子
さ
ん
を
連

れ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
日
・
場
所

11
月
28
日
貂
　
９
時
〜
11
時
30
分

黒
河
保
育
園
（
御
名
）
に
て

※
受
付
日
に
申
し
込
み
で
き
な
い
と

き
は
、
11
月
30
日
貅
ま
で
に
児
童

家
庭
課
へ
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ児

童
家
庭
課
　
蕁
22
・
８
１
２
６
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と
　
き

11
月
26
日
豸
　
９
時
〜

と
こ
ろ

市
立
図
書
館

競
技
方
法

１
チ
ー
ム
３
人
（
中
学
生
の
出
場

は
１
チ
ー
ム
１
人
ま
で
）
で
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
る
地
区
別

チ
ー
ム
対
抗
戦

※
敗
者
復
活
戦
も
行
い
ま
す
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
３
０
０
円

問
合
せ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

蕁
25
・
８
３
１
８

と
　
き

12
月
10
日
豸
10
時
〜
15
時

（
受
付
９
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ

少
年
自
然
の
家

対
　
象

市
内
の
小
学
１
〜
６
年
生

※
１
・
２
年
生
は
保
護
者
の
参
加
歓
迎

定
　
員

40
人
（
先
着
順
）

内
　
容

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
と
リ
ー

ス
作
り

申
込
み

11
月
21
日
貂
〜
12
月
１
日
貊
の
、

８
時
30
分
〜
17
時
に
電
話
・
メ
ー

ル
で
受
付
（
月
曜
は
除
く
）

※
メ
ー
ル
で
申
込
み
の
場
合
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
学
校
、
学
年
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
く
だ
さ
い
。

参
加
費

９
０
０
円

持
ち
物

内
ズ
ッ
ク
、
軍
手

問
合
せ
・
申
込
先

少
年
自
然
の
家
蕁
24
・
０
０
５
２

E
メ
ー
ル
　sizen@

ton21.ne.jp

大
人
と
子
ど
も
の
心
を
つ
な
ぐ
、

心
地
よ
い
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
遊
び

ま
し
ょ
う
。

と
　
き

12
月
９
日
貍

対
　
象

▼▼
第第
１１
部部

10
時
〜
10
時
40
分

未
就
園
児（
０
〜
１
歳
未
満
）の

親
子
　
40
組

▼▼
第第
２２
部部

10
時
50
分
〜
11
時
30
分

未
就
園
児（
１
歳
以
上
）の

親
子
　
40
組

と
こ
ろ

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

木
の
板
に
い
ろ
い
ろ
な
自
然
物
を

つ
け
て
、
可
愛
い
壁
掛
け
（
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
）
を
作
ろ
う

と
　
き

12
月
10
日
豸

９
時
30
分
〜
12
時

と
こ
ろ

こ
ど
も
の
国

対
　
象

市
内
在
住
の
小
学
生

定
　
員

30
人
（
先
着
順
）

申
込
み

11
月
25
日
貍
〜
電
話
ま
た

は
窓
口
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
国
　
蕁
25
・
７
８
７
９

手
遊
び
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
で
サ

ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

12
月
14
日
貅

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

粟
野
公
民
館

対
　
象

未
就
園
児
の
親
子

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

子
ど
も
の
身
長
・
体
重
計
測
と
遊

び
の
紹
介
、
ま
た
育
児
・
健
康
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

と
　
き

12
月
20
日
貉

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

東
浦
公
民
館

対
　
象

東
浦
地
区
に
住
む
未
就
園

児
の
親
子

申
込
み

電
話
で
受
付

問
合
せ
・
申
込
先

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
22
・
０
１
４
７

 

 

 

問合せ 福祉保険課日赤係　蕁22ー8123

11月24日 10:00～16:00 エフレ清水店
12月 5 日 10:00～16:00 ポー・トン
12月 8 日 10:00～12:30 塩浜工業（坂下）

12月 8 日 14:00～16:00 市立敦賀病院
12月22日 14:30～16:00 Vマート木崎店
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と
　
き

12
月
５
日
貂
　

受
付
13
時
〜
14
時

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

内
　
容
　
補
聴
器
・
車
い
す
交
付
判
定

等
の
相
談
お
よ
び
業
者
に
よ

る
簡
単
な
修
理

持
ち
物
　
印
鑑
・
保
険
証
（
身
体
障
害

者
手
帳
、
現
在
使
用
し
て
い

る
補
聴
器
が
あ
れ
ば
お
持
ち

く
だ
さ
い
。）

※
車
い
す
判
定
希
望
の
方
は
11
月

29
日
貉
ま
で
に
福
祉
保
険
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
車
い
す
に
つ
い
て
は
介
護
保
険

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
福

祉
用
具
貸
与
の
ご
利
用
が
優
先
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
保
険
課
障
害
福
祉
係

蕁
22
・
８
１
７
６

平
成
19
年
１
月
13
日
貍
に
行
わ
れ

る
予
定
の
、
敦
賀
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
の
立
候
補
届
出
の
手
続
き
に

つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
ま
た
は
関
係
者
の

方
は
出
席
く
だ
さ
い
。

と
　
き

12
月
２
日
貍
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ

敦
賀
市
役
所

問
合
せ
　
敦
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会

蕁
22
・
８
１
０
１

対
　
象

市
県
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

健
康
保
険
税

と
　
き

12
月
22
日
貊

８
時
30
分
〜
19
時

12
月
23
日
貍

９
時
〜
17
時

と
こ
ろ

収
納
課
（
市
役
所
１
階
）

問
合
せ
　
収
納
課
　
蕁
22
・
８
１
８
７

◆
国国
民民
健健
康康
保保
険険
税税

（（
第第
５５
期期
））

納納
期期
限限

1111
月月
3300
日日
貅貅

「新快速がもうすぐ

そこに！～私たちの

まち敦賀の将来像～」

のテーマで6月30日

まで募集した「市長への提案メール」に

217通の提案メールをいただき、ありが

とうございました。

今年も、掲示可能な提案を回答ととも

に掲示します。また、集計結果の中から

提案の多かった内容について市長のコメ

ントを「広報つるが1月号」と「行政チ

ャンネル」でもお知らせします。ぜひご

覧ください。

掲示期間　11月20日豺～12月22日貊

掲示場所　市役所1階市民ホール

問合せ　広報広聴課　 22ー8172

※ これらの手当を受けるには、
所得の制限などがあります。

問合せ　福祉保険課　蕁２２－８１７６

問合せ　児童家庭課　蕁２２－８１２５

問合せ　児童家庭課　蕁２２－８１２５

直流化開業に伴い新疋田駅が完成し、10月11日にオ
ープンしました。新駅舎は森林に囲まれた景観にマッチ
したログハウス調の建物です。約50台収容可能な駐車場
や、待合室には鉄道写真などを展示するギャラリーも設
置してあります。
ぜひ新しくなった新疋田駅をご利用ください！
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12月７日(木)・21日(木)

12月13日(水)

12月13日(水)

12月５日(火)

ポー・トン（中央１） 

12月12日(火)・19日(火)・ 
　　26日(火)

毎 日（第１・３土曜日は休み） 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

８時30分 
　　～19時 

福祉総合センター 
「あいあいプラザ」 
　（東洋町・ 
　　蕁２２－３１３３） 

毎週火～日曜日 
（第３日曜日は休み） 

毎週月～金曜日 
９時～17時 

９時～16時 

８時30分 
　　～15時 

ハートフル・スクール 
（鋳物師町 蕁22－7072） 

蕁２２－８１５１ 
（ハートフル・スクール） 
蕁２２－１４６０ 
（晴明保育園） 

毎週月～金曜日 

13時45分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

13時30分 
　～15時30分 

10時～14時 

13時～16時 

  

毎週火、木、金、土曜日 
女性相談員が相談を受けます 

男女共同参画課 
（三島２ 蕁23－5411） 

９時～17時 

※ の相談は、国民の祝日・振替休日は休みとなります。 

※ 

※ 

※ 

毎週月～金曜日 ※ 

少年愛護センター 
（東洋町・薔 0120－090523） 

蕁２１－１１５１ 
（子育て総合支援センター） 

毎週月～金曜日 
（土曜日は午前中） 

※ 

※ 

８時30分 
　～17時15分 

 

12月６・13・20・27日 (水)

12月27日 (水)

12月６・20日 (水)

12月６・20日 (水)

謹んでお悔やみ申し上げます。
９月３０日～１０月３１日

（敬称略）

萩野町　森北　　豊（88） 三島２　山瀬　きみ（91）

赤　崎　谷上　友弘（67） 白銀町　今井喜代子（83）

平和町　佐藤ユキノ（92） 呉竹２　島津ハルエ（89）

砂　流　庄司　いと（92） 松葉町　平林　辰治（78）

野　坂　丸杉　悦子（62） 清水１　上野山茂雄（84）

松島２　松本　一夫（76） 新松島　香川ひろみ（49）

莇生野　田中　ふみ（97） 道　口　林　　章元（65）

津内２　田 うた子（80） 横　浜　下野　芳藏（88）

坂　下　成田はるゑ（83） 開　町　澤口眞須美（47）

清水２　藤村　　明（87） 開　町　 （57）

金　山　籠　　　芬（72） 市野々１ 竹中ふさゑ（92）

木　崎　辻　　千枝（83） 三島２　鑑継キヌヱ（94）

萩野町　林　　　清（84） 若葉２　中村みつゑ（84）

余　座　 （87） 御　名　石谷　　進（51）

沓　見　 ゑ（88） 大比田　中山ヨシヲ（87）

川崎町　大谷　　 （ 0 ） 沢　　川上　六郎（60）

泉ケ丘　清水　澄子（96） 本町１　杉森　敬子（75）

栄新町　 政子（83） 本町２　 たみゑ（92）

三島２　 （89） 金　山　 （72）

 

 

 

 

 

い
し
が
め

た
け
し

わ

だ

は
じ
め

ふ
じ
も
と

ま
さ
か
つ

か
と
う

か
ず
お

な
か
む
ら

や

よ

こ

い
と
う

こ

と
り
い

あ
き
ら

は
つ
う
ま

平
成
18
年
度

文
化
奨
励

体
育
奨
励

文
化
奨
励

文
化
奨
励 11

月
７
日
貂
に
、
平
成
18
年
度
の
教
育

委
員
会
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
永
年
に

わ
た
り
、
市
の
教
育
、
文
化
お
よ
び
体
育

の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
７
人
、
３
団

体
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
省
略
）

問合せ
教育委員会総務課
蕁22ー8149

余
分
な
脂
肪
を
燃
や
し
ま
し
ょ
う 

寒
く
な
っ
て
く
る
と
身
体
を
動
か
し
た
り
、
外
出
し
た
り
す
る
こ
と
も
減
り
、
ま
た

食
欲
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
づ
ら
く
な
る
た
め
、
体
内
に
脂
肪
が
つ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
季
節
に
余
分
な
脂
肪
を
溜
め
込
ま
な
い
よ
う
に
椅
子
に
座
っ

た
ま
ま
で
き
る
脂
肪
燃
焼
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
紹
介
し
ま
す
。

足の裏が床にぴった
りつくように椅子に軽
く腰掛けましょう。
下腹に軽く力を入れ

て姿勢を保ちながら、
その場で元気に足踏み
をしましょう。
しっかり呼吸をしな

がら、腕も振ってリズ
ムよく行いましょう。
（１６カウントで１セ
ットになります。）

かかとを片方ずつ斜
め前に２回タッチしま
す。おへそは足が出て
いる方向に向けましょ
う。その時に、両手を
手のひらを上にして、
足と一緒に、腰の位置
から前に出します。左
右交互に行いましょ
う。（両足で１６カウ
ントが１セットになり
ます。）

身体を前に倒し、お腹
の力を使って背筋を伸
ばしていきます。その
時、腕はボートを漕ぐ
ように前から後ろに引
いていきます。１、２
で吸って、３、４で吐
きながらリズムよく行
いましょう。（１回４
カウントで、４回が１
セットになります。）

は
じ
め
は
様
子
を
見
な
が
ら
行
い
、
運
動
が
物
足
り
な
い
と
感
じ
た
ら
３
つ
の
動
作

を
連
続
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
軽
く
息
が
弾
む
く
ら
い
が
ベ
ス
ト
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
呼
吸
を
止
め
な
い
こ
と
で
す
。「
１
、
２
、
３
、
４
」
と
声
を
出
し
て
カ

ウ
ン
ト
す
る
と
、
呼
吸
を
忘
れ
ま
せ
ん
よ
。
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今
月
の
表
紙

J
Ｒ
湖
西
線
・
北
陸
本
線
の
直
流
化
が
10

月
21
日
に
開
業
し
、
駅
ホ
ー
ム
で
到
着
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
快
速
１
番
電
車
が

入
っ
て
く
る
と
同
時
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
開
業
を
祝
い
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
２
〜
４
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

人口 69,153人（前月比 2人増）男 33,830人 女 35,323人 世帯数 27,072世帯（平成18年10月31日現在）

▼
待
ち
に
待
っ
た
新
快
速
電
車

が
、
敦
賀
駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

電
車
か
ら
降
り
て
く
る
お
客
さ

ん
で
、
ホ
ー
ム
に
人
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
に
な

っ
た
と
き
は
、
撮
影
し
な
が
ら
感
動
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
恐
ら
く
今
は
、
直
流
化
と
い

う
目
新
し
さ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
か

ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
の
感
動
が

い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す
よ
う
に
。(

團
）

▼
直
流
化
関
係
で
い
ろ
い
ろ
な
方
に
出
会
い

ま
し
た
。
お
も
て
な
し
大
使
、
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
、
刀
根
や
相
生
町
の
方
・
・
。
み
ん
な
敦

賀
を
よ
く
し
た
い
、
盛
り
上
げ
よ
う
と
の
思

い
を
も
つ
方
ば
か
り
で
す
。
だ
か
ら
話
を
聞

い
て
い
て
も
楽
し
い
し
、
行
動
は
常
に
前
向

き
。
僕
自
身
も
大
き
な
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま

し
た
。
観
光
客
か
ら
聞
い
た
言
葉
「
敦
賀
が

好
き
で
す
」。
そ
ん
な
敦
賀
フ
ァ
ン
を
も
っ

と
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（
赤
）
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JR湖西線・北陸本線直流化促進
期成同盟会主催の絵画コンクール
で、1,951点の中から会長賞に選
ばれた作品です。
この作品を含めた入賞作品21点

は、市庁舎前に建設中の消防防災
館（仮称）防護柵を飾っています。 佐藤璃奈

さ と う り な

さん（中郷小1年） 安井清吾
やすい せ い ご

さん畠中
はたなか

こうきさん（粟野小3年） （梅の里小6年）
【若狭町】


